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a) 最新の事業計画, 事業のアップデート

b) 直近の具体的な実証実験等の計画

及び、それに関する運用・制度上の課題

c) その他



事業計画/事業進展パス 見直し
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開発ロードマップ
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～2020 '23 '26 '35'21 '22 '24 '25 '27

ﾊﾟﾙｽ
ﾃﾞﾄﾈｰｼｮﾝ
（ﾛｹｯﾄ）

ｼﾞｪｯﾄ/ﾛｹｯﾄ燃焼
ﾓｰﾄﾞ切替実験成功

【無人機用】
 FTE2n (X06)
 FTE3n (X07)

自動操縦
X03A

無人飛行技術実証
X02A, X04

【エンジン】

【機体】

2027年

FPV、
追尾装置

通信距離 200km
宇宙港整備

X06

【ｻﾌﾞｵｰﾋﾞﾀﾙ無人機】
X07

【有人機】
X08, PEGASUS

無人機技術を基に
大型化、高度化 

【オービタル機】
 X09

2030年



開発進捗
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RDE-C (ジェット/ロケット切替) 実証成功
デトネーションエンジン：性能向上

燃料多様化：液化メタン(LNG) 対応達成

飛行試験実施手順まとめ 機体開発/初期検討ツール開発



事業進捗
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➢他社・研究機関からの開発受託
・ロケットエンジン開発

・飛行制御装置/ソフト開発

・飛行試験実施要領作成

➢開発連携/事業パートナー構築

➢運輸総合研究所 研究調査
・弾道飛行等による大陸間輸送に関する法的諸問題に
関する研究調査

➢宇宙港事業 調整（沖縄県, 宮古島市）

➢ CNへの取り組み

https://www.jttri.or.jp/report2025.pdf
https://www.jttri.or.jp/report2025.pdf


今フェーズ開発/実証実験範囲（TRLｽﾃｰﾀｽ）
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今フェーズ/X07実施範囲



飛行実証実験 （アボート機能の実証）

8

GA : Ground Abort
RTLS : Return To Launch Site
TAL : Trans-Atlantic Landing
ATO : Abort To Orbit
AOA : Abort Once Around 

※参考：Space Shuttle Abort mode

➢ サブオービタル飛行で､多種のアボート機能の有効性検証
（高度 ～80km, 速度 ～マッハ4.0, 最大加速度 6G）

➢ 有翼水平離発着方式の機体にて､繰り返しの実証試験を計画



飛行実証実験 （対象と実施場所）
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X07開発or開発受託に向け、RC機 (固定翼ドローン/無人航空機) 

を「下地島空港」等で飛行試験を計画
Step1 ： 空港以外（空地、場外離着陸場など）

Step2 ： いずれかの空港

Step3 ： 沖縄の離島/空港

Step4 ： 下地島空港

RC機：ラジコン機

無操縦者航空機RC機/無人航空機
PDAS 飛行試験/開発機一覧



実証試験実施における制度上の課題
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１) 飛行許可の取得

・"空港"でRC機/無人航空機の飛行

・サブオービタル機の取り扱い ※活動法との兼ね合い

３) 無線/電波 周波数帯と出力制約の矛盾

・総務省： ドローン用（低出力）しか割り当てが無い。

・国交省： ADS/ﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞ（高出力）の搭載が求められる。

⇒ 高出力を出すと、低出力側が使えなくなる。（矛盾している）

２) 地上滑走許可の取得

・本省から"現場"への連絡/伝達不良（行き届ていない）

・「現場での判断」となるが実態は困難 ※指示が必要



ＰＤエアロスペース株式会社

Be a wing for Space
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～ 宇宙への翼 ～
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